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ばフォリナートーク(鎌田 1993、筒井 2008)や、スタイルシフト(メイナード 2001、大津













































































る。[第 4 章] 
(2)課題 2：自己開示の開示状況別に総量を分析して、開示状況による自己開示の量の差 
とその量には返報性4が見られるかを明らかにする。[第 5 章] 
(3)課題 3：会話は参加者同士がお互いに影響を受けるため、自己開示をどのように受け 
て相手に示しているか、自己開示後の発話を分析して自己開示の受け手とし 
ての発話の類似点と相違点を明らかにする。[第 6 章]  
(4)課題 4：話題導入時の自己開示の役割および、話題展開にどのような働きをしている 
か、そしてパターンがあるか、会話内容全体から自己開示に焦点を当てて分
                                                     
3 本研究での開示状況は、自発的に自己開示をしたか、相手からの質問により自己開示を












接触場面の比較を行うため、1 人の会話協力者が母語を使って 1 回、日本語を使って 1
回、合計 2 回会話を録音している。自己開示の定義は、全(2010b)の定義に沿い「相手に
言語を介して、自己の情報を与えること」とする。「自己開示」の定義は、第 2 章の 2.2.4













 本研究は本章を含め以下、8 章から構成されている。 
 




第 2 章 先行研究と本研究の位置づけ 
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第 4 章から第 7 章までは、「自己開示」の発話に関する会話データを分析する。 
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公理 1．エントリーのステージ5には高い不確実性が存在するが、出会った 2 人の間に言
葉によるコミュニケーション量が増加すれば、不確実性は減少する。不確実性












































































のアプローチを以下の構成図 2-1 に示す。 

































                      
                      初対面の人 
            浅い話題         ちょっとした知り合い 
           ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 
                      親しい友人 
            深い話題 
図 2-2 人間関係の進展の 3 つの段階に対応する自己開示の広がりと深さ 

































      深さ    内容的深さ 
            形式的深さ      表現に伴う感情的様式 
 
       量    数 
            時間量(費やした時間) 
       広がり  内容的広がり     話題領域数(カテゴリー数) 
                       肯定性/否定性 
                       事実/感情(評価) 
                       自己言及性 
                     時間的広がり(過去/現在/未来) 
         比率 
         動機 
         柔軟性 
















 自己開示の研究には、大きく 3 つの測定方法がある。榎本(1997)の見解を参考に各測
定の内容と目的について以下、表 2-1 で紹介する。 
 
表 2-1 自己開示の測定法 





























































西田(1998)は、日本人 241 人とアメリカ人 152 人を対象に、話題に着目して日米の自
己開示を比較した。研究方法としては、開示量と開示順序を質問紙で調べている。その
結果として、日本人はアメリカ人より圧倒的に少ない話題で話をすると指摘している。 


















2.2.3.1 奥山(2005) 日・韓初対面会話における質問及び自己開示の研究 






③心情：전 처음 막이거 한다그래서 조금 긴장했거든요 
(私は最初ちょっと緊張していました) 
④否定的自己開示：저도 장학금하고는 좀 관계가 없는데요 하하 
(私も、奨学金とは縁がないですよ はは) 
⑤態度：말 놓고 해요 (ため口で話しましょう) 
⑥肯定的自己開示：今、4 年生で今年就職する、できるかもしれないんです 
⑦肯定＆否定的自己開示：일어는 저 외국어 공부하는 대개 좋아하거든요 근데  

















































































































                                                     
11 私は、「「大学名」大学からきました/交換留学生です。」の発話から、どこの大学から来




























                                                     
12 3.2.1 節と 4.2 節で詳しく説明する。 

















































































































話題は 1 つの発話から成り立つものではなく、複数の発話が集まり 1 つのまとまりに









































































話を分析対象とした。母語場面と接触場面を比較するため、1 人当たり 2 回、会話録音
に参加してもらった。1 人の話者が母語場面の時と接触場面の時にどのような変化があ
るのか考察するため、日本語母語話者(J)2 名と韓国人日本語学習者(KJ)2 名、合計 4 人
を 1 つの構成とした。具体的には、日本語母語話者対日本語母語話者(4 組)、韓国人日本
語学習者対韓国人日本語学習者(4 組)、接触場面(8 組)、合計(16 組)である。 
 
3.1.1 会話データの協力者の属性 











表 3-1 日本語母語話者の属性と会話の組み合わせ 
 
表 3-2 韓国人日本語学習者の属性と会話の組み合わせ 
 
資料番号 参加者記号 性別 年齢 学年 
日本語母語場面① J1 女 25 大学院 
J2 女 20 3 年 
日本語母語場面② J3 女 28 大学院 
J4 女 23 大学院 
日本語母語場面③ J5 女 21 4 年 
J6 女 26 大学院 
日本語母語場面④ J7 女 25 大学院 
J8 女 21 4 年 
資料番号 参加者記号 性別 年齢 学年 日本滞在歴 
韓国語母語場面① KJ1 女 21 3 年 1 年 
KJ2 女 22 大学院 4 年 
韓国語母語場面② KJ3 女 24 大学院 4 年 
KJ4 女 27 大学院 5 年 
韓国語母語場面③ KJ5 女 33 大学院 7 年 
KJ6 女 21 4 年 4 年 
韓国語母語場面④ KJ7 女 28 大学院 3 年 




表 3-3 日本語接触場面の組み合わせ 
 
3.1.2 会話データの調査手順と実施日 
調査は、2015 年 5 月に会話録音室で行った。会話録音室は、屋内の静かな会話録音室









                                                     
16 添付資料 p.152 参照 
資料番号 参加者記号 資料番号 参加者記号 
日本語接触場面① KJ1 日本語接触場面⑤ KJ5 
J1 J5 
日本語接触場面② KJ2 日本語接触場面⑥ KJ6 
J2 J6 
日本語接触場面③ KJ3 日本語接触場面⑦ KJ7 
J3 J7 




























韓国語母語場面① KJ1 KJ2 
自己紹介をした後、すぐに共通の知人について話が始まる。そして、今の生活につい
構成 場面 実施日 
J1,J2 日本語場面 1 2015 年 5 月 11 日 
KJ1,KJ2 韓国語場面 1 2015 年 5 月 12 日 
J1,KJ1 接触場面  1 2015 年 5 月 13 日 
J2,KJ2 接触場面  2 2015 年 5 月 13 日 
J3,J4 日本語場面 2 2015 年 5 月 14 日 
KJ3,KJ4 韓国語場面 2 2015 年 5 月 14 日 
J3,KJ3 接触場面  3 2015 年 5 月 15 日 
J4,KJ4 接触場面  4 2015 年 5 月 15 日 
J5,J6 日本語場面 3 2015 年 5 月 18 日 
KJ5,KJ6 韓国語場面 3 2015 年 5 月 19 日 
J5,KJ5 接触場面  5 2015 年 5 月 20 日 
J6,KJ6 接触場面  6 2015 年 5 月 21 日 
J7,J8 日本語場面 4 2015 年 5 月 25 日 
KJ7,KJ8 韓国語場面 4 2015 年 5 月 26 日 
J7,KJ7 接触場面  7 2015 年 5 月 27 日 

































日本語母語場面① J1 J2 
 名前、所属について自己紹介をした後、住まいの話になり、学校の寮について話し合
う。その後、J2 の専攻と部活について語る。J1 が J2 の部活について興味を抱き、情報
を交換する。部活の話が終わり、J1 と J2 は互いの専攻について話し合い、どのような
生活をしているか共有する。 
 











日本語母語場面④ J7 J8  
 名前と所属を互いに言い、互いに専攻を決めた理由を話し合う。その後、出身地の話
しになる。一人暮らしの良さと、悪さに対するエピソードを語り合う。その後、将来ど








日本語接触場面① KJ1 J1 
 
互いに自己紹介をした後、J1 が KJ1 に対して日本での生活について聞き、なぜ日本




日本語接触場面② KJ2 J2 
 まず名前などの基本的な情報を交換する。次に、KJ2 がどのように日本語を学んだか

























韓国語について話が出てから KJ5 は研究の話をして、続いて J5 が就職活動について話
す。 
 
日本語接触場面⑥ KJ6 J6 
名前と所属について話した後、KJ6 がなぜ留学に来たか、留学したきっかけと方法に
ついて話す。そして、J6 が留学の経験について話す。その後、日本語と J6 の留学先の
言語について互いに話し合う。留学の話から、留学先の食べ物と韓国の食べ物について
何が好きか、どのような食べ物があるか話し合う。その後、J6 が韓国に留学した友達の
話をして、韓国の就職の難しさと KJ6 の将来について話す。 
 


















字化の原則(Basic Transcription System For Japanese、BTSJ)」を用いた。たとえば本







「間」という 2 つの要素が重要になる(宇佐美 2007)。 
 
表 3-5 文字化の記号 
記号 内容 









        でも、ハングルを覚えられれば、たぶん覚えられますよ。        














/少し間/ 話のテンポの流れの中で、少し「間」が感じられた際につける。  
/沈黙 秒数/1 秒以上の「間」は、沈黙として、その秒数を左記の 
ように記す。沈黙自体が何かの返答になっているような場合は 1 















< >{< >{>} 同時発話されたものは、重なった部分双方を< >でくくり、重ねら 
れた発話には、< >の後に{< >、{>}をつける。 
例)全然ああいう見せるなんか綺麗なスポーツとかなんか＜や 
ったことないんで>{< >、{>} 
< > 笑いながら発話したものや笑い等は、< >の中に記入する。笑い自体
が何かの返答になっているような場合は 1 発話文となるが、基本的
には、笑いを含む発話中か、その発話文の最後に記し、その後に句






















開示は、1 つの発話につき 1 回のみとは限らず、複数回出現する場合もある。以下の会
話例は本論文で扱われたデータから取り出した一部である。 
 
[会話例 3-1 日本語接触場面① 自己開示が 1 回のみ現れた場合] 
01 J1：お名前お聞きしてもいいですか？ 
02 KJ1：はい。私は「名前」と申します。 
        1 回 
会話 3-1 の例は、下線の部分が自己開示に当たり、自己開示を 1 回行ったと認定する。 
 
[会話例 3-2 日本語接触場面① 自己開示が複数回現れた場合] 
01 KJ1：私は、交換留学生で 
      1 回 
02 J1：はいはい。 
03 KJ1：「所属名」に所属しています。 





会話例 3-2 は、KJ1 の 1 つの発話に自己開示が 2 回出現した例である。このように、




下の通りである。会話例 3-3 は、KJ2 と J2 の会話である。2 人は互いに学類について質
















                                                     















示の会話例である。開示状況の分析は、第 5 章で行う。 
 
[会話例 3-5 日本語接触場面⑥ 自発的に開示をした場合] 
 01 KJ6：あのそこらへんはなんていうか、コンビニとか近いしバス停も歩いて 2 分
ぐらいで 
→02 J6：あ[伸ばす]なんかそこ便利なとこだったなって私も (自己開示) 
 
[会話例 3-6 日本語接触場面⑤ 相手から聞かれて開示した場合] 
01 KJ5：卒業はいつですか？ 







の発話の単位認定基準を提示した。第 4 章からは、KJ8 名 J8 名の母語場面と接触場面







































































































4.3 では、KJ と J の自己開示の出現数を接触場面と母語場面で比較する。4.3.1 では、
自己開示の出現割合を示す。続いて 4.3.2 では、自己開示の出現数の結果を示す。 
 
4.3.1 自己開示の出現割合 
本研究で扱った会話データは 1 組当たり 20 分ではあるが、話すスピードは人によっ
                                                     



















表 4-1 は、KJ と J の自己開示の発話出現数を各会話協力者の母語場面と接触場面を
合わせた総発話数から見た割合と、出現数を示した結果である。 
 






1106 回、1 人当たり平均 138 回自己開示をしているということであった。割合から見た
 自己開示数 総発話数 
KJ 1106(9.8％) 11248(語節) 





ち、自己開示の数は合計 813 回、1 人当たり平均 101 回である。韓国人日本語学習者の
自己開示の出現数は日本語母語話者より約 1.3 倍多い結果であった。また、日本語母語
話者の自己開示の平均割合は 7.8％であり、韓国人日本語学習者が日本語母語話者より
約 2 ポイント上回る結果である。 









本節では、KJ と J の自己開示の出現数を接触場面と母語場面で比較する。図 4-1 に、
接触場面と母語場面を分けた結果を示す。その結果から、比較考察を行う。 
 






図 4-1 KJ と J の自己開示の場面別の出現数 
 
接触場面と母語場面の差を見るために、KJ の接触場面と母語場面の対応のある t 検
定20を行ったところ、有意傾向が見られ、母語場面より接触場面でより開示された(t(7)＝











                                                     
20 本章では、項目の使用順と項目ごとの関係ではなく、各項目の KJ と J の平均の差から


























続いて 4.4.2 では、KJ 対 J で、接触場面における記述的自己開示と評価的自己開示、
母語場面における記述的自己開示と評価的自己開示の差を分析する。 
 
4.4.1 内容分類における KJ と J の比較 
図 4-2 は、場面別に分けた KJ の結果である。そして、図 4-3 は、J の結果である。 
 
 











































 KJ と J の内容の分類による記述的自己開示と評価的自己開示の出現数を場面の差か
ら分析をする。次に、内容を 2 つに分け、出現数を場面に分けて比較する。図 4-4 は KJ

















































































[会話例 4-1．日本語接触場面② KJ の率直な返答] 
01 J2：私は全然ああいう見せるなんか綺麗なスポーツとかなんか＜やったことない
んで< >{< >{>} 
02 KJ2：そうですね。芸術が好きで、一応バレーもしてて 
03 J2：じゃあ、体めっちゃ柔らかそうですね。 
→04 KJ2：はい,柔らかいです。あんまり固くならないように毎日…  
 
[会話例 4-2. 日本語接触場面④ KJ の率直な返答] 
01 J4：それは「年数」年もいたら、じゃあうまくなるのは当然ですよ 
→02 KJ4：どうかな…でも、前あった友達とかと話すと上手になったねって言ってた 




どのような料理ができるかについて話している。そこで、01 行目 KJ6 がそれについて
評価をしていて、02、04、06 行目で J が KJ のほめについて返答している。 
同じく、[会話例 4-4]では、J2 が医学部であることを知って、それについて J1 が J2 
をほめている。J2 は、自分に関する評価を 03 行目でほめに対して返答をしている。 











 05 KJ6：うんうんうん 
→06 J6：あんまり分からないですよ。 
 
[会話例 4-4．日本語母語話者⑤ J のほめに対する返答] 






































する理由を 01 行と 03 行で述べている。最初 KJ5 が帰国後、何をするかという質問を
始め、相手が質問した内容以外について、徐々に自分の考えを具体的に述べ始めている。 
 
[会話例 4-7. 韓国語母語場面⑥ KJ の自己開示の具体性] 
→01 KJ6：어차피 제가 정착 할 사회는 한국 사회이고 앞으로를 <생각해서> 한국  





    うん[→]うん[→] 
→03 KJ6：==대학원에 들어가서 연줄을 쌓아야 된다고 생각해요 개인적으로는…  









している。その次に 02 行目で KJ2 が「授業すごく下手ですよ」と自分の感情を直接的
な表現を使って表している。また 03 行目 KJ1 は、KJ2 の意見に反することをきちんと
伝えて自己開示をしている。 
 
[会話例 4-8. 韓国語母語場面① KJ の直接的表現の自己開示] 
→01 KJ1：그 쌤 내가 되게 좋아하는 센세 
           その先生私がすごく好きな先生 
→02 KJ2：아 진짜요?아 진짜 좋은데 수업을 되게 못해요  
     あ、本当に？あ、本当にいいけど、授業すごく下手ですよ。 
→03 KJ1：흠 아닌데 나는 수업 엄청 재밌게 들었는데  
     ふ[→]ん、そうじゃなくて、私はものすごく面白かったですよ。 
04 KJ2：아 그래요? 일본어로 들으신거 아니에요? 그거? 





     あ、そうですか？日本語で聞いたのではないですか? それ? 
 
同じく、[会話例 4-9]は、KJ7 と J7 が先生に対して話している。KJ7 と J7 は、共通
に知っている先生がいて、その先生がどのような人と感じるかについて自己開示をして
いる。KJ のように否定的な表現で感情を直接的に表す表現は J には見られない22。 
 














































                                                     





4.6.2.1 KJ の初対面に対する意識 













































4.6.2.4 J の接触場面と母語場面における自己開示に対する回答内容 

















4.6.3 KJ と J の回答における考察 














































                                                     


















が考えられる。しかし、KJ と J の相違点をわきまえず相手と自己開示を行うと、期待
していたことと異なって誤解や摩擦が起こる可能性がある。 
本章でも明らかになったように、KJ と J は自己開示に関する気づきの視点が異なっ



































は関連する先行研究を紹介する。5.3 節では開示状況を 2 つに分け、自己開示の出現数
の量を接触場面と母語場面で比較する。5.4 節では開示状況別に自己開示の内容による
                                                     




差を分析する。5.5 節では 5.4 節の結果を接触場面と母語場面に分け量の差を分析する。




















































5.3 KJ と J の開示状況出現数の接触場面と母語場面の比較 
 
本節では、KJ と J の自己開示の発話に焦点を当てて、自己開示の発話が自発的な開
示か、相手からの質問による開示かという状況別に分けて検討する。 







図 5-1 KJ の場面別開示状況別出現数   図 5-2 J の場面別開示状況別出現数 
 











ら、KJ も J も自発的に自己開示をすることが示された。 








































図 5-3 KJ と J の接触場面と母語場面の開示状況別出現数の比較 
 
まず、接触場面における自発的自己開示の KJ と J の対応のない t 検定を行ったとこ
ろ、有意差が認められなかった(t(14)＝1.31、ｎ.s.)。同じく、接触場面における相手の
質問による自己開示の KJ と J の対応のない t 検定を行ったところ、有意差が認められ
なかった(t(14)＝.697、ｎ.s.)。 
次に、母語場面における自発的自己開示の KJ と J の対応のない t 検定を行ったとこ
ろ、有意差が認められなかった(t(14)＝1.78、ｎ.s.)。同じく母語場面における相手の質
問による自己開示の KJ と J の対応のない t 検定を行ったところ、有意差が認められな
かった(t(14)＝‐.567、ｎ.s.)。結果、全ての項目34において有意差が見られなかった。 
以上の結果から、相手からの質問によるより多く自発的に自己開示をするという傾向
                                                     
34 自発的自己開示と相手からの質問による自己開示は、性質が違うため、全ての項目に対

























に自己開示をすることで、相手との情報を深めて行くのは、KJ も J も場面に影響せず、
共通していることが考えられる。次節では、開示内容の差から検討する。 
 







開示の出現傾向を検討する(図 5-4、図 5-5 参照)。 
 
  











































最後に開示状況と内容の差から、KJ 対 J で自発的に開示する場合と相手から質問に
より自己開示した場合に、記述的自己開示と評価的自己開示どちらの内容がより出現す
るかを検討する(図 5-6 参照)。 
 
 























KJ 対 J の自発的自己開示における記述的自己開示の t 検定を行った。その結果、有
意傾向が見られ、KJ の記述的自己開示が多く出現する傾向であった(t(14)＝2.05、p
＜.10)。続いて、KJ 対 J の自発的自己開示における評価的自己開示の t 検定を行ったと
ころ、有意傾向が見られ、KJ の評価的自己開示が多く出現する傾向であった(t(14)＝2.05、
p＜.10)。内容別に分けたところ、記述的自己開示も評価的自己開示、どちらも有意傾向
が見られ、KJ が J より多く出現する傾向であった。初対面の間で主観的内容より客観
的内容の情報を多く話すことは KJ も J も同じだが、KJ は、内容の差に関わらず相手に
自発的に開示をする傾向があると考えられる。そして、KJ 対 J の相手からの質問によ
って開示した場合での記述的自己開示の t 検定を行ったところ、有意差は見られなかっ
た(t(14)＝‐488、ｎ.s.)。同じく、KJ 対 J の相手からの質問によって開示した場合での
評価的自己開示の t 検定を行ったところ、有意差は見られなかった(t(14)＝1.05、ｎ.s.)。
開示する内容に関係なく、KJ は J より自発的に開示することが明らかになった。 
最後に、全体的な傾向を見るため、記述的自己開示と評価的自己開示はどの開示状況
で出現するかを検討する(図 5-7、図 5-8 参照)。 
 
   



































































己開示をすると指摘している。しかし、KJ は客観的な内容も主観的な内容も J に比べ
自発的に開示する傾向があり、その特徴は、相手からの質問による時ではなく、自発的








5.5 では、接触場面と母語場面の比較及び KJ と J の比較を行う。まず、KJ の自己開
示の出現数からそれぞれの項目を接触場面と母語場面で比較し、同じく J も項目別に比
較、検討する。次に、KJ と J を比較するため KJ 対 J の接触場面での項目別に検討し































































図 5-11 KJ と J の接触場面における開示内容の状況別結果 
 
全ての項目において、KJ 対 J の接触場面における対応のない t 検定を行った。その
結果、自発的に開示した評価的自己開示のみ有意傾向であった(t(14)＝2.07、p<.10)。つ
まり、5.4 節でも述べたように(図 5-6 参照)、KJ は J より自発的に開示した評価的自己
開示が多い傾向があったが、それを場面で分けてみると、接触場面で多く現れることが
































図 5-12 KJ と J の母語場面における開示内容の状況別結果 
 
全ての項目において、KJ 対 J の接触場面における対応のない t 検定を行った。その
結果、母語場面では、自発的に開示した記述的自己開示は、有意傾向が見られ、KJ が J
より母語場面で自発的に開示した(t(14)＝2.07、p<.10)。しかし、自発的に開示した記述
的自己開示以外は、いずれの項目においても、KJ と J では有意差が認められなかった
(t(14)＝.55、ｎ.s.)、(t(14)＝‐76、ｎ.s.)、(t(14)＝‐54、ｎ.s.)。 
 この結果から、KJ は、J より母語場面で記述的自己開示が多く開示されることが分か
る。KJ は、同国の人との共通点が多いことから、自発的に記述的自己開示をして相手と
の情報を増やしていくことが推察される。初対面の間柄では、客観的内容が多く開示さ
























(1)KJ も J も、場面の影響はなく、自発的に開示している。 
(2)KJ も J も開示の内容に関係なく自発的に自己開示をするが、自発的自己開示の記
述的自己開示と評価的自己開示に、KJ と J の間で有意差が見られた(KJ＞J)。 






























































































報要求、情報提供)に修正を加えた。以下、受け手の発話の分類を表 6-1 にまとめておく。 
 





























[例 1-2 日本語接触場面⑧ 笑い] 
01 KJ8：学校の中にも入ってほしいな[→]  
→02 J8：＜笑い＞ 
 




















[例 2-2 日本語接触場面⑥ 情報提供38] 
01 KJ6：試験の時だけ＜勉強して,,＞ 









[例 3-1 日本語接触場面⑧ 共視] 
01 KJ8：すごいよね。私もね、なかなかそこまで行くのが＜大変で＞ 
→02 J8：<駅だし>  
                                                     







[例 3-2 日本語母語場面④ 感想] 
 01 J7： 私ももうそうだったんです。 
→02 J8：ほんとコツコツやれる人がすごいですよね。 
 
[例 3-3 日本語接触場面④ 意見] 
 01 KJ4：多分学校の方も先に見て、こう雇ってくださったのか＜なって。＞ 
→02 J4：＜そうですね＞きっと需要がありますよね。 
 












6.3 KJ と J の受け手の発話出現数の比較 
6.3 では、6.3.1 で自己開示後の受け手の発話出現数結果を KJ と J に分けて、全体
的な傾向を見る。そして、6.3.2 で接触場面と母語場面それぞれの結果を示す。 
 
                                                     




6.3.1 KJ と J の受け手の発話出現数の比較 
図 6-1 は、KJ と J の受け手としての発話数である。 
 
  
           図 6-1 受け手の発話の出現数 
 
まず、KJ と J の使用率の傾向を見ると、KJ は「情報受容」の次に「情報共感」「情報
交換」の順に多く使われている。J も「情報受容」「情報共感」「情報交換」の順で使用
数が高かった。 
次に、情報受容の出現総数を見ると、KJ は 675 回、J は 825 回で J が KJ より 1.2 倍
多く出現していた。次に多く出現した「情報共感」では、KJ は 219 回、J は 93 回で、
KJ が約 2.3 倍多い結果であった。「情報交換」では、KJ は 120 回、J は 82 回と KJ が
約 1.4 倍多い結果であった。 
使用数の差を見るため、「情報受容」、「情報交換」、「情報共感」の項目別にそれぞれ KJ
対 J の対応のない t 検定40を行った。その結果、「情報受容」では、有意差が認められ、
J が多用することが分かった(t(14)＝3.11,p＜.01)。他方、「情報交換」は有意差が認めら
れ、KJ に出現する傾向があるといえる(t(14)＝2.68,p＜.05)。最後に、「情報共感」は有
                                                     
40 本章では、項目の使用順と項目ごとの関係ではなく、各項目の KJ と J の平均の差から


























感」へとつながることが KJ と J の返答の差から窺える。 
 
6.3.2 KJ と J の受け手の発話の接触場面と母語場面の比較 
次に、受け手の発話を接触場面と母語場面に分けて、その差を比較する。図 6-2 は KJ
の結果で、図 6-3 は J の受け手としての発話出現数である。 
 
    





































次に J の受け手としての発話を見る。J の「情報受容」における接触場面と母語場面





と J は、「情報交換」以外の「情報受容」と「情報共感」に有意差が認められた。 
以上の結果を踏まえると、母語場面と接触場面の量の変化は、J は KJ が多用する「情
報受容」が接触場面で増加し、KJ も接触場面で J が多用する「情報受容」が増加した。
自己開示の受け手としての発話は、KJ、J ともに母語場面と接触場面での差が発話ごと
にあり、特に接触場面で KJ は J が多用する「情報受容」が多くなった。それに対し、






になると指摘している。KJ は J に対して相手の規範に合わせようとして「情報受容」
が接触場面で増加している様子が窺えたと考えられる。 
                                                     










いていることだけを表す発話とも言える。図 6-4 は KJ と J の情報受容の様子を下位項
目ごとに分けて表した結果である。  
             
 
図 6-4 KJ と J の情報受容発話の出現数 
 
KJ は、「あいづち詞」の次に「笑い」、「繰り返し」の順に使用数が高い。J は、「あい
づち詞」の次に「繰り返し」、「笑い」の順で現れている。項目ごとに、KJ と J の対応の
ない t 検定を行った。その結果、「あいづち詞」は、KJ と J の間に有意差が見られ、J
が多用する結果であった(t(14)＝1.27,p＜.10)。次に、「笑い」は有意傾向が見られ、KJ
の方に出現する傾向であることが分かった(t(14)＝3.12,p＜.05)。最後に、「繰り返し」は、


















る。「笑い」は、KJ と J における対照的特徴があった。J は発話中に「笑い」が多く現
れるのに対し、KJ は応答で「笑い」が現れ、相手の自己開示を受容していた。 
[会話例 4-1]の J の会話は、話し中に「笑い」が出た例であり、笑いとあいづちが共に
出現42している。むろん KJ の会話においても、[会話例 4-1]のような例は見られたが、





[会話 4-1. 日本語母語場面④「笑い」] 
    01 J8：他は、なんか…お茶とか頭いいから＜笑い＞{< >{>} 
      ==だから、実家近いしいいかなって＜思って＞ 
→02 J7：＜笑い＞＜うんうんうん 
 
[会話 4-2. 韓国語母語場面③「笑い」] 
 01 KJ6：작년까지는 별로 아무런 생각이 <없었거든요,,> 
           去年までは何も考えていませんでした。 
→02 KJ5：＜웃음＞ 
       ＜笑い＞ 
   03 KJ6：근데 참 좀 생각을 많이 해봐야 되는거 같애요 
       でも、ちょっとよく考えなければなりません 
  →04 KJ5：＜웃음＞ ＜笑い＞ 
                                                     
42 受け手の発話が笑い、あいづち同時に出現した時すべてカウントした。 














[会話例 4-4. 日本語母語場面① 驚きの「繰り返し」] 
   01 J1：あ、でも解剖の実習とかするんですね。え、解剖って動物の？ 
  02 J2：人間の解剖。 
→03 J1：人間の解剖⁇ 
 
6.4.2 情報交換  
「情報交換」は、相手の自己開示を聞いて受け手として自分も自己開示をして相手に







図 6-5 KJ と J の情報交換発話の結果 
 
まず、数から見ると「情報要求」は KJ の方が J より約 1.5 倍多い結果であった。「情
報提供」にはあまり差が見られない。情報交換の項目である「情報要求」と「情報提供」、
それぞれ KJ と J の対応のない t 検定を行ったところ、「情報要求」は、有意傾向が見ら
れ、J より KJ に出現する傾向であった(t(14)＝3.38,p＜.10)。「情報提供」における KJ
対 J の t 検定の結果は、有意差が認められなかった(t(14)＝.607,n.s.)。「情報要求」発話
は、相手の自己開示に対し、情報をさらに詳しく聞く、あるいはそれと関連する質問を
することで情報に関する興味を示していると考えられる。特に「情報要求」は、同じ「情





























04 J3：あの、イオンから近いんですが (自己開示) 
→05 J4：通いですか？ 
 




[会話例 5-2. 韓国語母語場面②「情報要求」] 
  01 KJ3：아 네 게네는 10 학번 저는 고등학교 끝나고 바로 온…  
            あ、はい。彼らは、10 年に入学、私は高校終わってすぐ来た… (自己開示) 
 →02  KJ4：그럼 누구랑 동기가 되는 거에요?  
            じゃあ、誰と同期ですか？ 
 
[会話例 5-3]も同様、共通の知人の話をしている最中、KJ2 がどのように共通知人と知
り合ったのかを 01 行目で自己開示するが、02 行目で KJ2 の自己開示に対する情報要求
ではない質問をしていることが窺える。 
 
[会話例 5-3. 韓国語母語場面①「情報要求」] 
   01 KJ2：언니랑 네 1 학년때 제가 들어왔을때 언니도 같이 오셨으니까 그 때 
처음 봤어요.들어온지 





→02 KJ1：근데 한국 분들이랑 잘 안노시죠？ 










最後に、「情報提供」については、KJ と J の間に顕著な差はなかった。しかし、「情報
提供」は受け手の発話として見なすこともできるが、情報の内容によって自己開示にな
る可能性もある。出現数としてはあまり変わりないが、内容としては、KJ は評価的自己
開示44の内容である情報提供が見られ([会話例 5-4]を参照)、それに比べ J は記述的自己
開示45の内容に当たる情報提供が見られた([会話例 5-5]を参照)。[会話例 5-4]は、01 行目
で J7 が発表をする時とても緊張するタイプだと自己開示をし、KJ7 が 04、06 行目で、
自己の感情や感想で応答していることが分かる。KJ にはこのように、相手の自己開示に
対し、自分の言葉で自己の感情に関わる表現が含まれた情報提供が見られた。一方、J の
会話には[会話例 5-5]のように、01 行目で KJ6 が自分の勉強のスタイルについて自己開
示をしたのに対し、02 行目で J6 も自己の客観的内容で情報を提供している。このよう
に J の「情報提供」には、自己の経験などの客観的内容が現れていた。 






[会話例 5-4. 日本語接触場面⑦ 評価的自己開示の「情報提供」] 









[会話例 5-5. 日本語接触場面⑥ 記述的自己開示の「情報提供」] 
  01 KJ6：試験の時だけ勉強して＜笑い、、＞ (自己開示) 












図 6-6 KJ と J の情報共感発話の結果 
 
「情報共感」の項目の数は、KJ が J に比べ全ての項目で多く使用していた。項目別に
KJ と J の対応のない t 検定を行ったところ、「共視」、「意見」、「感想」全ての項目で KJ
と J の間に有意差が見られ、KJ が J よりいずれの項目でも多い結果であった(共視：
t(14)＝3.38,p＜.01、意見：t(14)＝2.76,p＜.05、感想：t(14)＝2.22,p＜.05)。 
受け手としての「共視」の発話は、KJ、J ともに相手の自己開示の視点に立って感情




次に、J の会話を[会話 6-2]に示す。KJ2 は、大阪旅行に行ったことを語っており、食























[会話 6-1. 韓国語母語場面②「共視」] 
 01 KJ3：그 저희 같은 경우에는 잡지 투고…잡지 그 근데 사독이 있고 그런거 
같아요 
           あの私たちの場合雑誌投稿…雑誌あのそれに査読があったみたいです。
(自己開示) 
→02 KJ4：요즘에 sci 그런데 등재 되어 있는 저널이면 더 인정해주고 
응응 
      最近 sci それに搭載されているジャーナルだともっと見てくれて 
            ==うんうん 
   03 KJ3：저널 들이 저널이 있으니까  
      ジャーナルがジャーナルがあるから 
   04 KJ4：우리는 아에 그런게 없어가지고   
      私たちは全くそういうのがなくて 
 
[会話 6-2. 日本語接触場面「共視」] 
 01 KJ2：本当によかったんです  (自己開示) 
02 J2：はいはい。 
 03 KJ2：本当においしかったんです (自己開示) 
→04 J5：うんうん。なんか同じお好み焼きでも、大阪と違うやつだよね。 
 











[会話例 6-3. 韓国語母語場面④「意見」の応答] 
  01 KJ7：트랜드가 아주 중요하다고 근데 저는 트렌드는 커녕 따라가기도… 
           トレンドがとても重要だと、でも私はトレンドどころかついていくのも 
(自己開示) 
 →02 KJ8：＜웃음＞.아니 근데 갑자기 그 트랜드에 맞출 수는 없으니까 어떤  
          흐름을  분위기잡아가면서,,타면서 거기에 가야 하는거죠. 
＜笑い＞。でもいきなりそのトレンドに合わせるのはできないから、なんか 
     流れを雰囲気、、見ながらそこに合わせて行かないといけない。 
03 KJ7：네 따라가는거죠 
      はい。ついて行かないと 
 
一方、[会話例 6-4]は、[会話例 6-3]のように J の会話に現れた悩みに関する会話であ
る。01 行目から J6 が研究に関する悩みについて続けて語っている会話である。しかし、




[会話例 6-4. 日本語母語場面③「意見」に対する応答] 
  01 J6：ただ、どのレベルで踏み込むかっていうレベルでっていうか、あまり深く
やりすぎるとほんとにテーマが広がり＜すぎる＞｛＜＞｛＞｝と思うので
(自己開示) 




  03 J6：どこまで踏み込むかっていうのも、ほんとに＜今＞｛＜＞｛＞｝考えてい
るところでまさに                    (自己開示) 
 →04 J5：＜へー＞ 
  05 J6：なんかデータを取ったりするとかいうのではなくて＜実験も＞｛＜＞｛＞｝
考えたんですけど                   (自己開示) 
 →06 J5：＜そうですね＞ 
 
次に、[会話例 6-5]は、J に見られた「意見」である。J の「意見」の発話は、KJ の
「意見」とは異なって、あまり自分の意見を長々と語る発話は見られなかった。その例
として以下、[会話例 6-5]を示す。KJ4 と J4 は、日本で外国人教師の雇用について話を
している。01 行目と 03 行目で、KJ6 が教師として雇用された理由について語り続けて
いる。そこで、02 行目と 04 行目で J が KJ6 の自己開示に対して、意見を述べている
が、KJ の会話のように具体的な内容で意見を述べる事例は見られなかった。 
 
[会話例 6-5. 日本語接触場面④「意見」に対する応答] 
  01 KJ4：やっぱり、外国人だからこそ教えやすいことがあるって感じがしますね。
そういうのがあって雇ってくれたと思います。(自己開示) 
 →02 J4：そう。強みだと思いますよそこが 
  03 KJ4：言語のひとつとしていくとしたら、ノンネイティブの教師もどんどん必
要になって行くだろうし、たぶん学校の方も雇ってくれるだろうなって期
待しています。(自己開示) 
 →04 J4：＜そうですよ＞需要があると思います。 
 





つ感想を述べようとする事例があった([会話例 6-6]を参照)。[会話例 6-6]は、KJ8 が KJ7
に地震の経験を語っている会話である。01 行目で KJ8 が地震の経験を話して、02 行目









[会話 6-6. 韓国語母語場面④「感想」] 
 01 KJ8：당연하죠 편의점 갔는데 편의점은 진짜 전쟁난 이후에 그런  
사람들 다 이제 식량 가져 가듯이 정말 진열장에 있는  






 → 02 KJ7：실감이 안나요 그 때 당시엔 그랬겠지만 저는 얘기를 한번 건너 전해 
들으니까 또 되게 먼 얘기 같고 저도 막상 겪으면 되게 실감이 
안나요 ＜웃음.＞ 







次に、J の会話に現れた「感想」の会話例である。[会話 6-7]は、J8 と J7 が留学する
周りの人について話をしている。01 行目と 03 行目で、J8 が海外留学に対して思ってい




[会話例 6-7. 日本語母語場面④「感想」] 
  01 J8：私だったらまず怖いって思っちゃう。海外が怖いなって(自己開示) 
  02 J7：うんうん 
  03 J8：環境が違うので溶け込めないだろうなって思っちゃって(自己開示) 








[会話例 6-8. 日本語母語場面①「感想」] 
  01 J1：こういうの言ってましたって言うのに、そんなの言ってませんよって言
われたり、わ―どうしようみたいな (自己開示) 





 以上、KJ と J の受け手としての発話に現れた相違を比較した。本研究での事例は、
各項目における事例を数値で示していないため一般化するのは難しい。しかし、KJ にだ
け見られた事例もあり、情報要求の仕方、意見や感想の述べ方には KJ と J の間に相違
があることが示された。 
 



























6.5.2.2 KJ の接触場面に対する回答内容 












る回答もあった。このような回答からは、KJ と J に対する相違を把握していることが
窺える。また、「日本人とのやり取りは流れがいいが、形式的な感じがする(KJ4)」のよ















6.5.2.3 J の母語場面に対する回答内容 
 次に J の回答の内容は以下のように示される。同じく、J も KJ のように日本語母語
話者はあいづちが多いという回答が多かった。そして、J との相違点について回答が多







6.5.2.4 J の接触場面に対する回答内容 

























以上、KJ と J の回答をまとめた。次節では、本節の結果について考察を行う。 
 
6.5.3 KJ と J の回答における考察 



























己開示後の受け手の発話について分析をした。その結果、KJ と J が受け手としての発
話の傾向は変わりないが、多用する項目と量が異なることが分かった。そして、会話後
の回答から、自己開示後の受け手の発話に感じる違和感や気づきなどに差があることを
明らかにできた。主な結果をまとめると以下の 3 点になる。 
 
(1) 自己開示の受け手の発話としては、J はあいづち詞を使う傾向があり、KJ は感想や 
意見を言葉で述べようとする特徴がある。 
(2)受け手としての情報交換発話では、情報要求を KJ が J より多用した。 
(3)母語場面と接触場面の量の変化は、J は KJ が多用する「情報受容」が接触場面で増 






示の発話だけに焦点が当てられてきた(西田 1998、奥山 2005、全 2010b、一二三 2013)。
しかし、2 者間の会話は互いの相互行為によって成り立つものである。そのため、自己
開示後の受け手の発話から次の自己開示にも影響があることが推察される。本章でも明






















































































がある(佐々木 1998、中井 2003a、大谷 2015)。 
  





先行研究 宇佐美・前田 1995 佐々木 1998 中井 2003a 大谷 2015 楊 2015 





































































 7.2.3 では定義と分析方法を示す。7.2.3.1 は話題の定義、7.2.3.2 は話題導入の認定に 


















行目から生活の話について J6 が新たな話題を導入している。この 05 行目は、話題導入





  01 J6：へえ[→]私も「場所名」住んでて、学部の時なんであの辺は飲食店がいっ
ぱい 
  02 KJ6：そうですよね 
  03 J6：あそこってなんかありますよね。韓国料理屋さん、焼肉屋さんだったかな 
  04 KJ6：あ、はいはいはい 
―――――――――――――――――――――――――――――――― 
 →05 J6：バイトとかしてますか？  (話題導入質問) 




  01 KJ2：何年ですか？ 
  02  J2：2 年生です。 
  03 KJ2：うん、、自分は 4 年生です。 
  04  J2：4 年 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 























  →01 J6：留学したんですっけ？       (話題導入質問) 
   02 J5 ：そうですね。モスクワに 1 年 
   03 J6 ：私この間行ってきました。 
   04 J5：あ、そうなんですか⁇ 
             …中略 
   05 J6：あ、そうなんだ。 
                                                     




  →06 J5：どこか行きました？        (小話題質問) 









 →01 KJ2：家族と一緒に住んでますか？ (話題導入 質問) 




する(村上・熊取谷 1995、河内 2009)。従って、大きな 1 つの話題から次の話題に移る
前に、大きな話題の内容が広がって形成される場合もある。そこで、大話題から派生し
た話題、即ち 1 つの話題が派生していくことを考慮して分析するため 1 つの話題を大き
な談話とみなして、その中での大話題とそれに関連して派生した小話題に分類して分析
した。本研究では、1 つの話題が複数の小話題から構成される場合、その連鎖のまとま








表 7-2 題の分類 
 


























 →01 J2：え、なんか趣味とかありますか？         質問 (話題導入) 
 →02 KJ2：あ、趣味⁇趣味は、運動が好きで、、           自己開示 
  03 J2：はい。 
 →04 KJ2：一応、ピギュアスケートやってるんですけど       自己開示 
 →05 J2：え、すごい。え、サークルとかは？                        質問 
 →06 KJ2：入ってないんです                   自己開示 
 →07 J2：自分でとか？                      質問 





















7.3.1 KJ と J の母語場面における話題導入と内容の特徴 
 話題導入を自己開示と質問の 2 つに分けた上で、KJ の母語場面における話題導入及
び大話題から小話題が派生する時に現れた自己開示と質問の出現数を表 7-3 に示した。
表 7-4 は、同じく KJ に現れた大話題と小話題の内容である。 




題導入自己開示が 9 回、小話題導入質問が 11 回と、合計 20 回出現している。KJ の自
己開示と質問の出現数は、話題導入の時が 52 回で、小話題へと派生させていく時の 20
回より約 2.6 倍多いという結果であった。 
 
表 7-3 KJ の母語場面における自己開示と質問 
 KJ1,KJ2 KJ3,KJ4  KJ5,KJ6  KJ7,KJ8  合計 
話題導入自己開示 5 4 4 4 17  52  
話題導入質問 8  9 10 8 35 
小話題導入自己開示 3 1 2  3 9 20 
小話題導入質問 2 4 3  3 11 
 
表 7-4 J の母語場面での大話題 










































合計 49 回出現している。この結果から、J の自己開示と質問の出現数は、話題導入の時





                                                     




表 7-5 J の母語場面における自己開示と質問 
 J1,J2 J3,J4 J5,J6 J7,J8  合計 
話題導入自己開示 2 1 1 0 4 19 
話題導入質問 4  5 2 4 15 
小話題導入自己開示 6  10 12 9  37   49 
小話題導入質問 5  2 3 2 12 
 
 
表 7-6 J の母語場面における大話題 
 
以上、KJ と J の話題導入に現れる自己開示と質問、大話題が小話題に派生する時に








































次に、話題の種類は、KJ は合計 53 項目、J は 19 項目で、KJ が J の約 2.7 倍であっ
た。そして 1 つの大話題を小話題へと派生し話題の数は、KJ も J も 9 項目と同様であ











たる内容に着目すると、J では、1 組(KJ7、KJ8 の会話)だけが悩みついて話している一









類においては KJ と J は類似しているが、話題の選択よりもその話題における内容が重
要であり、その内容によってプライベートな話題にも成りうることが示された。この結
果から、KJ と J が考えるプライベートな内容は異なる可能性が考えられる。次節では、
接触場面における結果を示す。 
 
7.3.2 KJ と J の接触場面における話題導入と内容の特徴 
表 7-7 から J の接触場面の結果を見ると、話題導入の自己開示が 20 回、話題導入の
質問が 46 回と、話題導入をする際、質問の出現数が多い。また、大話題が複数の小話題
に派生していく場合に現れた自己開示と質問の出現数を見ると、小話題自己開示が 21
回、小話題質問が 44 回と、合計 65 回出現している。この結果から、接触場面の自己開















表 7-7 KJ と J の接触場面における大話題 
 



































KJ 5 6 5 4 6 7 5 6 19 44 
J 25 



































自己開示より質問が約 2 倍現れていた。 
次に、話題の内容からは、母語場面で現れなかった話題が見られていた。話題の数は
合計 66 項目で、1 組当たり平均 8 個であった。また、1 つの話題を派生する様子は接触











































かせて(ファン 2006)、J が質問で KJ に働きかけたことが考えられる。また、それによ
って、KJ は J の影響を受け、母語場面での特徴が接触場面では調整されたことが考え
られる。次の 7.4 では話題ごとに区切った自己開示のパターンを分析する。 
 






























  →01 J1：どちらですか？                      質問 (話題導入) 
 →02 J2：私は、まさにここで、、                  自己開示 
  03 J1：あ、そうなんですね。 
 →04 J2：ずっとここに住んでて、今は、車で通っているんですが、前までは、自転
車で通ってて、、                    自己開示 
 05 J1：へ～そうなんだ。「大学名」に行くぞみたいな 
 →06 J2：なんかそこまで考えてはなかったんですけど         自己開示 
  07 J1：ふ―ん 
 →08 J2：なんか日本語勉強したいって思って、で、私は「大学名」全然詳しくなく
て、ま、大学あるのは知ってたんですけど、、       自己開示 














 →01 J2：え、なんか趣味とかありますか？         質問 (話題導入) 
 →02 KJ2：あ、趣味⁇趣味は、運動が好きで、、       自己開示 
  03 J2：はい。 
 →04 KJ2：一応、ピギュアスケートやってるんですけど   自己開示 
 →05 J2：え、すごい。え、サークルとかは？        質問 
 →06 KJ2：入ってないんです               自己開示 
 →07 J2：自分でとか？                  質問 









 →01 KJ3：한국에서는 덕질을 할 수 없다는 나는 지금도 하고 있는데 저는 
「歌手名」좋아해요            自己開示  (話題導入) 
              (韓国では強烈なファンとかできない。私は今もやっています。「歌手名」
が好きです。) 
 →02 KJ4：나도 좋아해요              自己開示 
       (私も好きです) 




      (私は漫画で一番最初に出た時から好きだった) 
  04 KJ4：엄청 오래됐네 (長いね) 
  →05  KJ3：저는「年」년 정도 부터 좋아했어요           自己開示 
      (私は「年」ぐらいから好きでした) 
 →06 KJ4：저는「年度」년에 1 년 휴학하고 돌아왔을때 낙이 없는거에요 그래서 
시작 했다는                         自己開示 
      (私は「年度」1 年休学して戻ってきたら楽しみがなくて始めるようになっ
て) 
 →07 KJ3：대박이다「歌手名」놔두고 이러면 안되는데   自己開示 
      (すごい「歌手名」がいるのに、こんなことしていちゃいけないのに) 
  08 KJ4：에이 괜찮아요 뭐어때 (そんなのいいですよ。構わなくて) 
 
 以上の 3 つのパターンを基に、7.4.2 では KJ と J の母語場面、7.4.3 では接触場面に
おける展開パターンの出現数を比較する。 
 
7.4.2 KJ と J の母語場面と接触場面における話題展開パターンの出現数 
 
表 7-9 母語場面の展開パターン出現数 
**：p＜.01 
 
 KJ J 検定 
自己開示一方型 18(25%) 43(63%) ** 
質問一方型 20(27%) 15(22%)  
自己開示双方型 35(48%) 10(15%) ** 









KJ と J の話題展開パターンの出現頻度において、カイ二乗検定で分析したところ、有
意差が見られた(χ²(2)27.9,p＜.01)。特に、有意差が見られた「自己開示一方型」と「自
己開示双方型」に注目したい。KJ の場合、「自己開示双方型」以外のパターンは「質問
一方型」が 20 回 27％で、「自己開示一方型」18 回 25％と、「質問一方型」と「自己開
示一方型」には顕著な差が見られない。一方 J は、「自己開示一方型」の次に「質問一方










情報を交換して話題を展開させ、J は 1 つの話題から多くの情報を増やすことで話題を
展開させていくことが明らかになった。次に、KJ と J の接触場面に現れた展開パター
ンの結果を表 7-10 に示す。 















型」は、KJ と J、合わせて 60 回出現している。そこで、どちらの方から「質問一方型」









 接触場面 検定 
自己開示一方型 46(35%)  
質問一方型 60(46%) KJ 25(42％) * 
J  35(58％) 
自己開示双方型 25(19%)  






































の展開パターンを明らかにした。その結果、KJ と J の間で話題を派生させていく方法
と話題の展開パターンに差が見られた。具体的な結果は次のようになる。 









開示一方型」を多く用いていた。KJ と J は、情報を集めて話題を進行させる仕方が違
うことが明らかになった。以上の結果から、KJ は会話を急速に進行させること、J は安
定的な進行をすることが明らかになった。しかし、接触場面では「質問一方型」が多く
出現して、KJ と J の母語場面での進行とは異なり、相手に質問をして働きかけるよう
に情報を集め、話題を展開していくことも明らかになった。 
自己の情報を相手に言葉で与えることである自己開示が、複数の発話が集まって 1 つ



























































子を捉えるため、初対面時の会話を 1 人当たり 2 回収録した。こうしたデータの設定は、
母語場面と接触場面の比較に有効である。 













ない。会話後の気づきから、KJ は開示の内容とその深さを敏感に感じていて、一方 J は
開示の仕方と開示の量に注目している。 
 








第 5 章「自発的自己開示と相手からの質問による自己開示」では、KJ と J を対象に、 
実際の会話データを基に、開示状況による自己開示の量の差と開示内容を分類し、開示
状況の差を分析した。その結果、KJ も J も相手の質問による自己開示よりも自発的自
己開示が多いことが明らかになった。特に KJ は J よりも自発的に自己開示をする傾向
があった。KJ は J よりも客観的内容も主観的内容も自発的に開示をし、特に主観的内











考え、自己開示後の受け手の発話にも注目して第 6 章で考察した。 








第 6 章の主な主張は以下の通りである。 
(5)自己開示の受け手の発話として、J はあいづち詞を使う傾向があり、KJ は感想や意 
見を言葉で述べようとする特徴がある。 

















かし、接触場面では、J が KJ に働きかける様子が見られ、共通話題を探して情報を深
めて行くことが明らかになった。 
 
第 7 章の主な主張は以下の通りである。 
(7)KJ は話題の導入のため自己開示を行い、日本語母語話者は、1 つの話題を派生させ 
るため自己開示をする。 
(8)J は 1 つ話題について徐々に開示していくのに対し、KJ は多くの情報を交換しよう 
とする。 
 (9)KJ は相手との距離を急速に縮めようとする一方、J は徐々に進展させていこうと数 
する。 
 
第 4 章から第 6 章までは、「自己開示」と「受け手」の発話に焦点を当てたが、第 7 章
は、1 回の発話だけではなく、談話全体における「自己開示」のやり取りを分析するこ
とで、より総合的な考察ができたと考えられる。 
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第 7 章 話題展開に見られる自己開示 
吳晛榮(2017)「話題展開に見られる自己開示―日本語母語話者と韓国人日本語学習者の
初対面から 3 回の会話を通して―」『言語学論叢』10 オンライン版 pp.63-83. 
第 8 章 本研究のまとめと今後の課題 
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＜添付資料＞ 
 
会話収録後の質問紙調査 
 
所属： 
日本滞在年数： 
 
1．相手が初対面であることに意識しましたか 
 
2．初対面の相手に自分のことを話す時、意識して気を付けていることはありますか 
(それは、同じ国の人と異国の人に対して話す時と違いますか) 
 
 
3．初対面の相手と話す時、日韓の違いについて感じたことはありますか。 
 
 
4．対話者が日本人の時と韓国人の時、自分から話した後、相手の応答に感じた相違につ
いて 
 
 
5．会話終了後、初対面の人と話して感じたこと 
日本人に対して 
 
 
韓国人に対して 
 
